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月 火 水 木 金 土 日 
     1 2 

 ★教育事業 

・自主グループ 

     

3 4 5 6 7 8 9 

休館日 ・カラオケ 

・書道 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

・ハンドメイド ★趣味の園芸① 

 

行政配布 

囲碁 

知事・県議会議員

選挙 

10 11 12 13 14 15 16 

休館日 

 

・カラオケ 

 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

★見守り隊結成式 ★花壇作りボラ

ンティア育成 

・ヨガ 

 

 

休館日 

17 18 19 20 21 22 23 

休館日 

 

・カラオケ ・あじさいカラオケ 

・健康体操 

 ・ヨガ 行政配布 市議会議員選挙 

24 25 26 27 28 29 30 

休館日 ・カラオケ 

 

★環境教室 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

・囲碁 

 

・ヨガ 休館日 

(昭和の日) 

 

 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

 

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て 

      

㈠ 

放
置
竹
林   

No.48 

【
環
境
教
室
キ
エ
ー
ロ
勉
強
会
①
】 

 

と 

き 
 

令
和
５
年
４
月
26

日
（
水
） 

 
 
 
 
 

13

：

00

～
14

：

30 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 
 

地
区
住
民 

内 

容 
  

キ
エ
ー
ロ
勉
強
会 

講 

師 
 

内
田 

久
子 

氏 

（
環
境
美
化
推
進
員
） 

参
加
費 

 

無
料 

問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00 月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

【
花
の
ま
ち
ラ
ン
プ
の
ま
ち 

趣
味
の
園
芸
①
】 

 

と 

き 
 

令
和
５
年
４
月
７
日
（
金
） 

 
 
 

19

：

00

～
20

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 
 
 

地
区
住
民 

内 

容 
 

春
の
寄
せ
植
え 

講 

師 
 

井 

里
美 

氏
（
は
な
里
） 

参
加
費 

 

３
，
０
０
０
円(

材
料
費) 

定 

員 
 

20

名(

先
着
順) 

※
詳
し
く
は
別
添
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 

 

【
安
心
安
全
教
室 

見
守
り
隊
結
成
式
】 

 

と 

き 
 

令
和
５
年
４
月
13

日
（
木
） 

 
 
 

13

：

30

～ 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
小
学
校
児
童
玄
関
前 

対 

象 
 
 

見
守
り
隊
の
方 

内 

容 
 

結
成
式
、
顔
合
わ
せ 

※
個
別
に
ご
案
内
予
定
で
す
。 

  る
と
、
さ
さ
ら
の
舞
い
で
子
役
の
持
つ
「
さ
さ
ら
」

(

十
二
本
の
竹
が
糸
で
編
ま
れ
て
い
る)

、
花
笠
の

骨
組
み
、
「
扇
の
本
」
で
囃
さ
れ
る
大
扇
と
大
団

扇(

う
ち
わ)

、
「
張
り
物
」
の
大
玉
の
骨
組
み
、
神

饌
の
「
姫
子
も
ち
」
を
入
れ
る
籠
一
対
な
ど
、
そ

し
て
楽
器
と
し
て
の
笛
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

色
々
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
道
具
類
は
奉
納
ご
と
に
新
し
く
作

り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

籠
に
つ
い
て
は
、
竹
で
編
む
技
術
を
持
つ
人
が
い

な
い
た
め
に
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
竹

工
房
」
を
機
会
に
籠
作
り
を
会
得
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。 

も
と
も
と
竹
は
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
し
た
り
、
資

材(

籠
・ざ
る
、土
壁
の
芯
、稲
架
な
ど
の
材
料)

を

確
保
し
た
り
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
竹
藪
が

作
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
生
活
様
式
の

変
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
代
替
用
品
、
安
価

な
輸
入
竹
製
品
の
増
加
、
ま
た
生
産
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
日
常
で
竹
製
品
を
見
か
け
る
こ

と
は
す
く
な
く
な
っ
た
。人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
竹
林
で
す
が
、
管
理
不
足
に
よ
っ
て
荒
廃
し
て

「
放
置
竹
林
」
と
な
り
「
竹
害
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
放
置
さ
れ
た
竹
藪
が
、杉
林
や
雑
木
林
を

侵
食
し
、
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
広
葉
樹
な
ど
は
深
く
根
を
張
る

こ
と
で
山
全
体
を
守
る
が
、竹
の
地
下
茎
は
浅
く

表
層
に
し
か
根
を
張
ら
な
い
た
め
に
、
地
盤
が
弱

く
な
り
土
砂
崩
れ
な
ど
の
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生 

  
 

                              

 
 

清
水
西
公
民
館
で
は
、
令
和
四
～
五
年
に
か

け
て
地
域
課
題
解
決
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
匠

(

た
く
み)

や
」
と
い
う
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
活
動
の
目
的
は
、
地
域
の
豊
か
な
資
源

を
活
か
し
、
こ
れ
ま
で
こ
の
地
に
育
ま
れ
て
き
た

伝
統
的
な
技
術
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
環
境

保
全
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
合
わ
せ
て
世
代
や

地
域
の
交
流
を
は
か
り
、地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
け
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 
 

ふ
る
さ
と
創
り
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
令

和
四
年
度
は
、
木
を
伐
採
し
て
「
ま
き
割
り
体

験
」
、
地
場
産
の
も
ち
米
で
の
「
餅
つ
き
」
、
「
手

打
ち
そ
ば
・
う
ど
ん
う
ち
」
、近
く
の
山
で
採
っ
た

蔓
を
材
料
に
し
た
「
籠
編
み
」
な
ど
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
五
年
度
も
同
様
の
講
座
で
様
々

な
内
容
を
計
画
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
活
動
中
に
、
こ
の
地
域
に
も
柳
や
蔓
を
使

っ
て
籠
な
ど
を
編
む
こ
と
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ

る
人
が
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
人
を

講
師
と
し
て
、
竹
細
工(

籠
作
り
・オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
作
り)

の
講
座
「
竹
工
房
」
を
新
た
に
設
け
、

近
々
参
加
者
を
募
る
予
定
で
あ
る
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
二
月
十
九
日
に
「
睦
月
神
事
」
を

無
事
奉
納
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
「
睦
月
神

事
」
に
も
竹
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。列
挙
す 

                             

い
わ
れ
て
い
る
。 

動
物
の
隠
れ
場
所
に
な
り
田

畑
が
荒
ら
さ
れ
や
す
く
な
る
。
景
観
上
も
好
ま

し
い
と
は
言
え
ず
、
道
路
の
見
通
し
を
悪
く
し
、

積
雪
な
ど
で
倒
伏
し
て
交
通
の
妨
げ
に
な
る
場

合
も
あ
る
。不
法
投
棄
の
温
床
と
も
な
り
う
る
。 

 
 

し
か
し
、
竹
林
の
管
理
は
大
変
な
作
業
で
あ

る
。
伐
採
し
て
枝
を
払
い
、
引
き
出
す
作
業
は
重

労
働
と
い
え
る
。
外
部
委
託
で
は
費
用
が
高
い
。   

し
か
し
、も
と
も
と
利
用
先
の
無
い
も
の
は
伐
採

し
て
も
竹
林
内
へ
放
棄
す
る
し
か
な
い
。
こ
れ
ら

が
枯
れ
る
の
に
数
年
を
要
す
る
と
い
う
。
そ
の

間
、こ
の
竹
林
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
す
ら
困

難
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
放
置
竹
林
の
整
備
は
、

現
状
の
ま
ま
で
は
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。竹
林

整
備
と
と
も
に
竹
パ
ウ
ダ
ー
、
竹
チ
ッ
プ
や
竹
炭

な
ど
の
活
用
を
先
進
事
例
か
ら
学
ん
で
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。 

                                 

清水西公民館 HP のアクセスは下

記の QRコードからどうぞ。 

より見やすいカラー版がご覧いた

だけます。 

 また、講座の募集チラシなども、

合わせて掲載されています。 
 

 

お
詫
び  

自
主
グ
ル
ー
プ
会
費
に
つ
い
て 

公
民
館
だ
よ
り
第
２
０
３
号
の
自
主
グ
ル
ー
プ
紹

介
の
中
で
記
載
さ
れ
て
い
た
「
あ
じ
さ
い
カ
ラ
オ
ケ
」

の
月
会
費
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。 

正
し
く
は 

 

２
、０
０
０
円
で
す
。訂
正
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                          

                                                                                                                                          

                                                                                                                                              

                                                                                                                                                

                                                              

                                                                          

～安居の里おもてなし塾の方と交流会～ 

～Feelings 幸せなら手をたたこう～ 

日  時 ：  3月 7日(火)13：00～15：00 

場  所 ：  調理室、小会議室 

参加者 ：  15 名 

講  師 :  内田 幸枝 氏 

 安居の里おもてなし塾の方を迎えて、清水西地区はつ

らつ伝承料理塾の考案した「おかず味噌」や「へしこ寿司」

「さしすづけ」「いちご大福」の作り方を説明し実際におか

ず味噌を調理しました。 

夏野菜の保存の仕方など熱心に質問 

されていました。有意義な交流会に 

なりました。 

 

 

 

LINE でつなごう 登録をお願いします。 

災害情報・地区情報・公民館情報 

・志津のふるさとの楽譜など                        

①LINEアイコンをクリックします 

②右記の QRコードで LINEの友だち 

を追加します 

③トークを開始し、メールの返信までを 

してください。 

 

※急な連絡の時は、LINEは使わず、 

お電話でお願いします。 

清水西公民館 

LINE QR コード 

日  時 ：  2月 19日(日)11：00～16：00 

場  所 ：  大森睦月神事会館横 

お手伝い ：  6 名 

来場者 ：  約１００名 

  

 

２月１９日（日）４年に一度の大森睦月神事が執り行われ奉納

されました。雨にもかかわらず大勢の方が集まり保存会の方の

説明を受けながら見学されていました。渡御行列では大森町だ

けにとどまらず、地区の子どもたちも多数参加し神事を盛り上

げていました。 

 

 

  

 

 
日  時 ：  3月 9日(木)10：00～11：00 

場  所 ：  和室 

参加者 ：  13 名 

講  師 :  清水 弘美 氏、東本 一哉 氏 

 ぽかぽかと春らしい陽気の中、音楽をかけながら手足 

指のマッサージや室内を散歩するように歩き、マラカスや 

鈴を振って楽器などにたくさん触れました。一年間楽しく 

通ってくれた皆さんに、かっちゃんの描いた 

似顔絵を贈りました。とてもかわいい 

笑顔が印象的でした。 

来年度も参加してね。  

 

 

～４年に一度の大森睦月神事～ 

～リトミック、似顔絵プレゼント～ 

消火訓練 

炊き出し 

避難所設置(テント張) 

夜の避難訓練 

消防車、救急車見学 

開催日時 ： ３月４日(土)13：00～５日(日)9：00 

参加人数 ： ２２名(４家族参加) 

町探索 災害現場見学 
 

煙体験 

清水西公民館に避難をしてきたという設定で、

自分たちのテントを防災倉庫から出すところから

始めて、張りました。 暗闇をランタン一つで歩く

夜の避難訓練など盛りだくさんでした。落ち着い

て災害に対応できるよう、日ごろから防災につい

て考えることが大事です。 

 

     

     

     

「ＮＥＴ１１９番緊急通報システム」とは 

音声を聴くことや、話すことが難しい方を対象に 

スマートフォン等で簡単な操作で素早く緊急通報を行い 

消防車や救急車等の要請ができるサービスです。 

利用には事前登録が必要です。  

右側のＱＲコードを読み取り   

空メールを送信してください。 

 

 

  

ＮＥＴ１１９から案内メールが届きます。  

        ご不明な点がありましたら、 お気軽に 

         福井市消防局管制課へご連絡ください。 

 福井市消防局管制課（℡２０－３９９９） 

アドレス<ffd-kansei@city.fukui.lg.jp>  

     

 

３月２０日～２６日は春の火災予防運動 

日  時 ：  2月 22日(水)10：00～11：00 

場  所 ：  和室 

参加者 ：  9 名 

講  師 :  山本 康代 氏 

 「幸せなら手をたたこう」の歌に合わせて、「Happy（し

あわせ）、Angry(怒る),Scared(怖い)、Sleepy(眠

い)」の真似をして踊ってみました。フルーツバスケットも

盛り上がりましたね。 

パラバルーンはカラフルな生地 

の上を歩いたり、下にもぐったり 

して子どもたちに人気の遊びで 

す。また、来年度もお待ちしてます。 

 

 

 

 

 

日  時 ：  2月 24日(金)19：00～20：30 

場  所 ：  大会議室 

参加者 ：  7 名 

講  師 :  渡辺 裕美 氏 

(中央公民館社会教育指導員) 

 二回目の俳句教室です。今回は「季寄せ」「歳時記」とな

ど呼ばれている季語辞典や前回講師の先生にいただい

た季語表を使いながら、合う季語を探して俳句を作って

みました。俳句の二つの約束日本人の心のリズムの「五

七五であること」その人の世界観が現れる「季語」を使う

ことを心にとめながら作ってみました。まだまだ入り口

ですが、俳句作りの一歩が進めたようです。 

 

 

 

 

 

～初めての楽しい俳句教室②～ 

防災カルタ  清水西公民館では、伝承料理継承の一環と

して、はつらつ伝承塾の方々と有志で来場者

に向け大森睦月神事会場横の建物で「おで

ん」やコーヒーのふるまいをしました。あいに

くの冷たい雨が降りしきる中だったため、温

かいおでんとコーヒーはたくさんの人に喜ん

でもらえました。 

 

～おもてなしコーナー～ 


